
今月のトップニュース センター長の 「目指せ！市民活動日本一」 その８６ 

2月17日（月） 第３回常磐線沿線市民活動センター等交流会が、柏市市民民活動サポートコー

ナーにて開催された。今回はこれまでの、龍ケ崎、つくば、柏、守谷、阿見に松戸、流山が加わ

り７団体の交流会に成長した。 

各地区の現況を要約すると、 

①茨城県２番目の広大な面積を有し、つくばＥＸの終点駅で活動するＮＰＯは活動事務所が狭

いのと、学園駅に都市機能が集中しているための周辺６地域の活動の格差成長で・・・・つくば

市民活動センター  

②人口４０万超、柏駅駅前のＤａｙＯｎｅタワー４階すべてを占拠し国際交流ほか最先端インフョ

メーションや大型印刷機も装備し、１日の利用者は1,000人以上。皆が羨ましがる近代施設での

「にぎわい」自慢する「パレット柏」その一角で活動する柏市民活動サポートコーナー（市直営）

は協働事業の衰退で立て直しを・・  

③つくばと柏の中間に位置し、市民大学を立ち上げ運営する守谷（市委託）、年間2,000人が転

出し、3,000人が転入するという。転入者へのウエルカムイベントも行われている。  

④ＮＰＯアニマルセラピ－協会理事長（生物化学博士）にセンター長が世代交代し、ただいま市

民活動団体の訪問活動に余念がない阿見町市民活動センター  

⑤新たに加わったまつどＮＰＯ協議会が指定管理するまつど市民活動サポートコーナーは若者

の利用が飛躍的に増加している 

⑥交通の要所で若者転入増で新たな利用者対応で大忙し

の流山。 

市民活動はまさに地域の特性が活かされている。 

我が龍ケ崎は利用者第一。人口減少と高齢化が進む中、

地域独自の施策と理念を構築し、活動団体とともに行動す

るプレーイングマネージャが適任なのか？ 

次回の世話役は守谷市民活動支援センターになりました。 

龍ケ崎市市民活動センターだより  VOL.１２７ 

発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 田沼信之 

 
                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １４１ 団体 

  当センター登録会員数   ６，７８３人 

  １月月来館者数           ２，０２８人 

  １月印刷機利用枚数  ２０，０３８枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 
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大学生からの政策提言活動 

1月29日（水） 流通経済大学法学部３年（4人） 加藤ゼミの政策提案公聴会が龍ケ崎市市民活

動センターで開催されました。テーマは「大学と地域の交流～つくばね祭を通して～」。 

市民活動の経験の少ない若者たちが約半年を費やし、紆余曲折の末、提言が完成した。 

先生の指導力に喝采！公聴会にはお忙しい中、昨年度

「つくばね祭（大学祭）」に参加いただいたＮＰＯ団体他の

皆さんからは辛口のコメント、市役所及議員の皆さんか

らは激励のコメント。様々な糧が公聴会から生まれた。こ

こまでやってくれたか・・・。   

学生リーダーに流通経済大学ゼミＯＢ会を結成していた

だきたいとセンターから提案した。近い将来、学生たちが

竜ケ崎駅前に集い、「学生の街龍ケ崎」になる予定。 



市役所と筑波都市整備（株）／サプラ管理会社様からの会場提供により開催することができました。  

①学生との交流 ②近隣センターとの交流 ③龍ケ崎発明教室によるマイクロビットプログラミング ③助成金事業、

協働事業の事例紹介 ④視覚障害者向けサービス（要約筆記） ⑥オリンピック事前ホストタウン活動等  

市民活動の「にぎわい」をＯＮＥ ＴＥＡＭ で楽しみました。 
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